



































































































































* * * *
｢経営管理の対象は最終的にヒトにたど
りつく｣(263ページ)0｢本書での経営管理
論は企業や組織体のためだけではなく,個
人の生き方や仕事の仕方にも重要なヒント
を与えることを意識した｣(viページ)と
著者は言う｡本書が指し示す ｢相補性への
道筋｣は,われわれ一人ひとりが地球村の
住人であることを自覚し,行動し,実践を
重ねることではじめて明らかになっていく
ものなのである｡
著者の研究がいっそう充実の度合いを増
し,21世紀の経営学にさらなる新しい見取
り図を描いてくれることを,期待してやま
ない｡
